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空気環境（空気質と風速）の測定

１．空気環境

空気環境

├─　空気質（汚染物質（二酸化炭素，一酸化炭素，化学物質，粉塵），臭気・・・・）

└─　空気の流れ（気流，換気，通風・・・・）

今回は，

・空気質として，化学物質（特に，揮発性有機物質（Volatile� Organic� Compound））の濃度

の測定

・空気の流れとして，室内の風速分布の測定

を行う予定である。

２．シックハウス症候群

　新築の住宅，リフォームした住まい，また職場が新しいビルに引っ越したとたん，室内に入

ると気分が悪くなる，だるい，のどが痛い，咳がでるなどの体調の変調を訴えることで問題視

されている，比較的新しい病気のこと。屋外では，原因となる化学物質と接触しないために体

調は良くなる。つまり，シックハウス症候群は室内環境汚染によって発症する。

注）化学物質過敏症＝「かなり大量の化学物質に接触した後，または微量な化学物質に長期に

接触した後で，非常に微量な化学物質に再接触した場合にでてくる不

愉快な症状」のこと。

＜背景＞（配付資料 95～96ページ（出典：参考文献［２］，pp.８～９）を参照。）

１）室内において有害な化学物質が増加したこと。

２）換気量が減少したこと。

３）化学物質に反応しやすい人が増えたこと。



居住環境調整工学実験（第 11～12 回目）［水曜日・14:30～17:40・設備システム実験室ほか］

2002.12.11，12.19

環境共生学部・居住環境学専攻

講師・辻原万規彦

-�86�-

＜有害な化学物質＞（配付資料 97～99 ページ（出典：参考文献［３］），配付資料 100～101 ペ

ージ（出典：参考文献［２］，pp.63～65）を参照。））

　ホルムアルデヒド

　トルエン

　キシレン

　バラジクロロベンゼン

　可塑剤（プラスチックに柔軟性を与えるもの，フタル酸エステル類）

　木材保存剤，防蟻剤などの家庭内農薬類（有機リン系薬剤など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

３．測定計画

　12 月 19 日（水）に，設備システム実験室にて，次のように測定を行う予定です。

４限日　揮発性有機物質の測定

５限目　室内気流分布の測定

　特に，４限日の揮発性有機物質の測定の際には，実験室の扉を開けることができませんので，

遅れないように，実験室前の廊下に集合してください。全員が集合後，速やかに入室し，測定

を開始します。

→　！！ストップウォッチもしくは，秒針のある時計を持参のこと！！

持っている人は，関数電卓を持参のこと

４．揮発性有機物賃の濃度の測定

　配付資料の 102～109 ページ参照。（出典：室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準

的測定方法について（平成 12 年６月 30 日）（生衛発第 1093 号）（各都道府県知事・各政

令市市長・各特別区区長あて厚生省生活衛生局長通知））

１）エアーサンプラと検知管を用いる方法で，測定を行う。

２）当日の朝もしくは前日に，30 分間換気をした後，５時間以上，部屋を密閉し，その後測定



居住環境調整工学実験（第 11～12 回目）［水曜日・14:30～17:40・設備システム実験室ほか］

2002.12.11，12.19

環境共生学部・居住環境学専攻

講師・辻原万規彦

-�87�-

を開始する．

３）エアーサンプラが３台あるので，３つの班に分かれて，ホルムアルデヒド，トルエン，p-

ジクロロペンセンの測定を，それぞれの班で行う。

４）エアーサンプラの電源投入後，検知管吸引時間を下記のように設定する。

ホルムアルデヒド検知管： 30 分間

トルエン検知管： 20 分間

p-ジクロロペンセン検知管： 15 分間

５）アンプルカッターで，検知管と反応管の両端をカットし，下図のようにエアーサンプラの

吸い込み口に接続する。検知管の吸い込み口が，床上 1.2m になるように伸縮アダプター

を調整する。

図　ホルムアルデヒド検知管の接続

図　トルエン検知管の接続

図　p-ジクロロペンセン検知管の接続

６）測定開始後，速やかに，流量調整つまみで，下記のように吸引流量をあわせる。

ホルムアルデヒド検知管： 300ml

トルエン検知管： 200ml

p-ジクロロペンセン検知管： 200ml

７）測定終了後，検知管を読みとり，同時に測定した室内の平均気温により補正を行う（ただ

し，トルエン検知管については補正の必要なし。）。
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表　ホルムアルデヒド検知管の温度補正

表　p-ジクロロペンセン検知管の温度補正

８）配布資料 103 ページの労働厚生省の基準値に照らし合わせて，評価する。
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▽エアーサンプラの使用方法（出典：参考文献［４］，pp.２～３）

図　エアーサンプラ

①ヒューズボックス

②検知管取付口

③伸縮アダプターホルダー

　持ち運び，収納時の伸縮アダプターの固定に使用。

④伸縮アダプター

　高い位置（約 0.5～1m）での測定時に伸ばして使用。

⑤排気ロ

⑥電瀕スイッチ

　電源を「入」にすると流量センサの電源が入る。

⑦表示パネル

　各 LED と連動して各種情報を表示する。LED は以下のことを示している。
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⑧スタート／ストップスイッチ

　測定の開始，途中停止，リセット（1.5 秒以上押し続ける）または，設定モードの

中止等に使用。

⑨表示切替スイッチ

　表示パネルの表示切替，設定モード時のモードの切替に使用。

⑩設定スイッチ

　設定モードの起動，設定値の記憶（設定モード起動時に 1.5 秒以上押し続ける）に

使用。

⑪数値桁移動スイッチ

　数値入力の際入力桁の移動に使用。押すたびに右の桁から左の桁に移動。

⑫数値変更スイッチ

　数値入力に使用。押すたびに数値が大きくなる。

⑬流量調整ツマミ

　測定，捕集時の流量調整に使用（右回し：閉，左回し：開）。

⑭電源コード接続口

▽検知管の目盛の読み取りかた（出典：参考 URL［２］）

①変色層の先端が平らな場合。

　変色層の先端の数値を読み取る。下図の場合は，測定値は５％。

②変色層の先端が斜めの場合。

　変色層の斜め部分の中間を読み取る。下図の場合は，４と６の中間で測定値は５％。
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③変色層の先端の色が淡い場合。

　淡い変色層の先端と、濃い変色層の先端の中間を読み取る。下図の場合は，４と６の中間で

測定値は５％。

５．室内気流分布の測定

　配付資料の 110～114 ページ（出典：参考文献［１］，pp.36～44）を参照。

　今回は，熱線式風速計（配付資料の 115 ページ（出典：参考文献［４］，pp.２～３）を参照。）

を用いて，測定を行う。

１）部屋の寸法を測り，家具の配置などを確認し，平面図を作成できるようにする（第８～10

回目の「光環境（照度）の測定」で作成した平面図を使用する。）。

実験室平面図
：測定点
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２）上図の様に，測定点を決める。

３）風速計のセンサ部分が床上高さ 1.1m になるように，三脚を用いて固定する。

４）30 秒間の平均値（設定方法は，配付資料の 116 ページ（出典：参考文献［４］，p.22）を

参照。）を，30 秒おきに５回読みとり，５個のデー夕を平均した値を，その測定点の風速

とする。

５）配付資料 112 ページのように，水平気流分布を描く。

６）気流に関する評価基準としては，下記のものがある。

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令」（昭和 45 年 10 月 12 日）

（政令第 304 号）

第二条　法第四条第一項の政令で定める基準は，次のとおりとする。

一　空気環境の調整は，次に掲げるところによること。

イ　中央管理方式の空気調和設備（空気を浄化し，その温度，混度及び流量を調節して供給（排

出を含む。以下この号において同じ。）をすることができる設備をいう。）を設けている場合は，

居室における次の表の各号の上欄に掲げる事項がおおむね当該各号の下欄に掲げる基準に適合

するように空気を浄化し，その温度，湿度又は流量を調節して供給をすること。

六　気流　0.5 メートル毎秒以下

補足：熱式風速計の測定原理（配付資料 117 ページ（出典：参考文献［４］，p.59）を参照。）

　　　センサーの指向性（配付資料 117 ページ（出典：参考文献［４］，p.60）を参照。）
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質問・レポートの提出先は，

辻原研究室（環境共生学部棟旧棟（生活科学部棟）４階西南角）まで

（電話：096-383-2929（内線 492），E-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp）

もしくは，

香川助手室（環境共生学部棟旧棟（生活科学部棟）４階南側中央付近）まで

（電話：096-383-2929（内線 482），E-mail：hirakawa@pu-kumamoto.ac.jp）


